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農
業
共
済
と
収
入

農
業
共
済
と
収
入

保
険
保
険

　
同
協
会
は
、
１
９
４
７
年

12
月
の
農
業
災
害
補
償
法
の

制
定
を
受
け
、
48
年
８
月
に

（
社
）
農
業
共
済
保
険
協
会

と
し
て
発
足
。
50
年
２
月
に

（
社
）
全
国
農
業
共
済
協
会

と
名
称
変
更
し
、
87
年
に

「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
」
の
呼

称
を
採
用
し
た
。
２
０
１
３

年
４
月
に
公

益
社
団
法
人

全
国
農
業
共

済
協
会
に
移

行
し
、
17
年

６
月
に
農
業

災
害
補
償
法

か
ら
農
業
保

険
法
に
法
律
名
が
改
正
さ

れ
、
18
年
４
月
に
呼
称
を

「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
協
会
」
に
変

更
し
た
。

　
農
業
共
済
団
体
の
健
全
な

発
展
、
農
業
の
振
興
や
農
業

経
営
の
安
定
に
よ
り
社
会
に

貢
献
す
る
た
め
に
、
①
農
業

保
険
制
度
に
係
る
調
査
研

究
、
そ
の
他
農
業
の
振
興
と

農
業
経
営
の
安
定
の
た
め
の

調
査
研
究
お
よ
び
農
家
や
一

般
国
民
へ
の
普
及
を
行
う
事

業
②
農
業
共
済
団
体
の
退
職

金
給
付
に
係
る
事
業
③
全
国

農
業
共
済
会
館
の
管
理
運
営

を
実
施
す
る
事
業
―
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　
農
業
共
済
は
、
農
家
の
相

互
扶
助
を
基
本
と
し
、
国
と

農
家
が
共
同
で
実
施
す
る
保

険
の
手
法
に
よ
る
農
業
災
害

対
策
の
基
幹
的
制
度
。
47
年

の
発
足
以
来
、
農
業
を
災
害

か
ら
守
り
、
農
業
経
営
や
地

域
経
済
の
安
定
に
貢
献
し
て

い
る
。
現
在
、
農
業
共
済

は
、
米
（
20
年
度
の
全
国
の

加
入
率
〈
収
入
保
険
も
含

む
〉
は
全
体
の
83
％
）
、
麦

（
97
％
）
、
家
畜
（
牛
〈
92

％
〉
・
馬
〈

77
％
〉
・

豚
）
、
り
ん
ご
・
み
か
ん
・

な
し
・
ぶ
ど
う
な
ど
の
果
樹

（
25
％
）
、
大
豆
・
ば
れ
い

し
ょ
・
そ
ば
・
茶
な
ど
の
畑

作
物
（
80
％
）
な
ど
や
園
芸

施
設
（
66
％
）
、
建
物
、
農

機
具
な
ど
の
施
設
等
も
対
象

に
し
て
い
る
。

　
収
入
保
険
は
、
農
家
の
経

営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い

自
然
災
害
や
農
産
物
の
価
格

の
低
下
な
ど
で
農
業
収
入
が

減
少
し
た
場
合
に
、
そ
の
減

少
分
の
一
部
を
補
償
す
る
保

険
で
、
19
年
１
月
か
ら
始
ま

っ
た
。
基
本
的
に
、
農
産
物

な
ら
ど
の
よ
う
な
品
目
で
も

対
象
と
な
る
。

病
害
虫
防
除
支
援

病
害
虫
防
除
支
援

や
家
畜
飼
養
相
談

や
家
畜
飼
養
相
談

　
農
業
共
済
組
合
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
）
で
は
、
損
害
の
防
止

活
動
を
重
視
し
、
病
害
虫
防

除
の
支
援
や
家
畜
飼
養
相
談

な
ど
、
農
家
の
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
積
極
的
に
支
援

し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
水
稲
で
は
県
の

防
除
所
と
一
体
と
な
っ
て
病

害
虫
発
生
予
察
調
査
を
行

い
、
防
除
に
つ
い
て
の
助
言

や
、
航
空
防
除
や
地
上
防
除

等
の
共
同
防
除
に
取
り
組
ん

で
い
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
も
あ

る
。
ま
た
、
水
田
や
畑
、
園

芸
施
設
内
の
土
壌
サ
ン
プ
ル

を
採
取
し
、
土
質
・
成
分
分

析
を
行
っ
て
営
農
の
改
善
に

向
け
て
支
援
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
全
国
各
地
で
見
ら
れ

る
。

　
家
畜
共
済
の
分
野
で
は
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
獣
医
師
の
診
療

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入

し
、
家
畜
診
療
巡
回
車
を
整

備
し
て
い
る
。
ま
た
、
診
療

業
務
だ
け
で
な
く
、
損
害
防

止
の
観
点
か
ら
血
液
検
査
や

飼
料
給
与
診
断
な
ど
に
基
づ

く
飼
養
管
理
な
ど
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
地
域
の
青
年

や
女
性
の
交
流
の
場
作
り

や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
活
動
も

「
幅
広
い
損
害
防
止
活
動
」

の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
て

積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
農
業
者
自
ら
自

然
災
害
等
に
備
え
る
農
業
版

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
普
及
に
努
め
て
い

る
。
21
年
３
月
に
は
、
全
国

の
農
業
共
済
組
合
か
ら
農
業

者
に
配
布
す
る
た
め
、
「
農

業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
」
34
万
４
０
０
０
部
を
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
協
会
か
ら
提
供

し
た
。

　
一
方
、
最
近
の
実
績
を
見

る
と
、
収
入
保
険
に
お
い

て
、
21
年
12
月
末
ま
で
に
加

入
申
請
が
行
わ
れ
た
も
の

が
、
全
国
で
７
万
５
０
０
０

経
営
体
を
超
え
た
。
青
色
申

告
を
行
っ
て
い
る
農
業
経
営

体
（
35
・
３
万
経
営
体
）
の

21
・
３
％
が
加
入
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
う
ち
、
個
人

は
７
万
経
営
体
、
法
人
は
５

０
０
０
経
営
体
と
な
っ
て
い

る
。

　
現
状
に
つ
い
て
同
会
で

は
、
「
誰
も
想
定
で
き
な
か

っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
や
気
候
変
動

等
に
よ
り
激
甚
化
す
る
自
然

災
害
な
ど
、
農
業
経
営
を
取

り
ま
く
リ
ス
ク
の
深
刻
化
が

進
む
中
、
こ
れ
ま
で
『
リ
ス

ク
が
な
い
』
と
思
わ
れ
て
き

た
地
域
や
品
目
、
経
営
形
態

に
お
い
て
も
、
農
業
経
営
の

存
続
を
脅
か
す
よ
う
な
被
害

が
発
生
し
て
い
る
」
と
指

摘
。

　
伊
藤
和
幸
事
務
局
長
は
、

「
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、

収
入
保
険
で
は
、
10
万
経
営

体
加
入
の
早
期
達
成
を
目
指

し
、
農
業
共
済
に
つ
い
て
も

園
芸
施
設
共
済
の
加
入
拡

大
、
水
稲
共
済
等
の
一
筆
方

式
等
か
ら
他
の
引
受
方
式
へ

の
円
滑
な
移
行
等
を
重
点
に

取
り
組
む
。
ま
た
、
そ
の
ほ

か
の
農
業
共
済
事
業
に
つ
い

て
も
加
入
推
進
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
る
」
と
話
す
。

　
加
入
推
進
に
向
け
て
は
、

「
『
安
心
の
未
来
』
拡
充
運

動
に
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組

み
、
各
種
研
修
を
通
し
て
役

職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
る

ほ
か
、
広
報
・
広
聴
活
動
を

強
化
し
、
両
制
度
を
総
合
的

に
推
進
・
展
開
す
る
」
と
し

て
お
り
、
農
業
経
営
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
確
実
に
広

げ
て
い
く
方
針
だ
。

損
害
防
止
へ
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援

伊藤事務局長

損害防止活動として畜舎内の高温抑制を目的とし
た取り組みなどを行う（ＮＯＳＡＩ鳥取）

　
公
益
社
団
法
人
全
国
農
業
共
済
協
会
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
協
会
）
は
、
国
が
定
め
る
農
業
保
険
法
に
基

づ
き
、
農
業
保
険
の
制
度
を
運
営
す
る
農
業
共
済
団
体
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
し
、
農
業
の
振
興
と

農
業
経
営
の
安
定
に
よ
り
、
豊
か
で
健
全
な
わ
が
国
社
会
の
維
持
・
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
農
業
保
険
は
農
業
を
経
営
す
る
上
で
自
然
災
害
、
価
格
低
下
等
に
備
え
る

た
め
の
公
的
な
保
険
制
度
で
、
「
農
業
共
済
」
と
「
収
入
保
険
」
が
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
収
入
減
少
や
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
な
ど
、
農
業
経
営
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
が
深
刻
化
す
る

中
、
農
業
共
済
・
収
入
保
険
の
加
入
拡
大
を
図
っ
て
い
く
方
針
だ
。

自
然
災
害
、農
産
物
の
価
格
低
下
に
備
え

農
家
の
相
互
扶
助
、収
入
補
償
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